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歴
史
を
未
来
へ

～
多
田
銀
銅
山
遺
跡
～

大
切
に
保
存
し
、
後
世
へ
残
す

　

建
物
や
工
作
物
な
ど
、
昔
の
人
々

の
生
活
の
痕
跡
が
残
っ
て
い
る
も
の

を
「
遺
跡
」
と
い
い
ま
す
。
遺
跡
は
、

一
度
壊
れ
て
し
ま
う
と
元
に
は
戻
せ

な
い
た
め
、
調
査
し
て
大
切
に
保
存

し
、
先
人
た
ち
の
知
恵
や
生
活
を
歴

史
と
し
て
、
後
世
に
残
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

銀
山
地
区
の
調
査
開
始

　

多
田
銀
銅
山
で
は
、
平
安
時
代

か
ら
昭
和
48
年
に
閉
山
す
る
ま
で
、

約
千
年
以
上
に
わ
た
っ
て
銀
や
銅
、

顔
料
と
い
っ
た
様
々
な
鉱
物
の
採

掘
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
詳

細
な
文
化
財
調
査
な
ど
は
行
わ
れ

て
お
ら
ず
、
そ
の
歴
史
的
価
値
は

誰
に
も
認
知
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。

多
田
銀
銅
山
の
歴
史

　

多
田
銀
銅
山
の
前
身
と
な
る
鉱
山

の
始
ま
り
は
、
奈
良
時
代
。
現
在
の

猪
名
川
町 

民た
み
だ
せ
ん
げ
ん

田
千
軒
地
区
、
川
西

市 

国
崎
地
区
を
中
心
に
銅
の
採
掘

が
行
わ
れ
て
お
り
、
江
戸
時
代
の
古

文
書
に
は
、「
奈
良
の
大
仏
を
造
る

際
に
銅
を
献
上
し
た
」
と
い
う
言
い

伝
え
が
あ
る
と
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
昭
和
60
年
頃
に

行
わ
れ
た
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
や
ゴ
ル
フ

場
な
ど
の
大
規
模
開
発
の
計
画
に
先

立
ち
、
様
々
な
団
体
が
行
っ
た
調
査

で
、
各
所
か
ら
鉱
山
に
関
連
す
る
遺

跡
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
を
き
っ

か
け
に
、
町
で
は
多
田
銀
銅
山
の
歴

史
的
価
値
を
確
認
す
る
た
め
、
銀
山

地
区
を
中
心
に
平
成
12
年
か
ら
本
格

的
な
調
査
を
始
め
ま
し
た
。

鉱
山
遺
跡
で
県
内
初
の「
国
史
跡
」

　

調
査
開
始
当
初
は
、「
青
木
間
歩
」

や
「
代
官
所
（
役
所
）
跡
地
」
の
遺

跡
の
ほ
か
、
在
来
の
民
家
な
ど
に
保

管
さ
れ
て
い
た
絵
図
や
古
文
書
な
ど

の
遺
物
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

平
成
19
年
に
は
、歴
史
資
料
館「
多

田
銀
銅
山 

悠
久
の
館
」
を
開
館
し
、

遺
物
の
展
示
や
企
画
展
な
ど
を
通
じ

て
、
多
く
の
人
に
そ
の
歴
史
の
紹
介

を
し
て
い
ま
す
。

　

銀
山
地
区
に
は
、
江
戸
時
代
以
降

の
採
掘
・
製
錬
技
術
や
鉱
物
の
産
出

量
な
ど
の
わ
か
る
史
料
の
ほ
か
、
当

時
の
人
々
の
暮
ら
し
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
る
ま
ち
並
み
や
生
活
用
品
な

ど
が
大
切
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
歴
史
・
学
術
的
価
値
が
評
価

さ
れ
、
平
成
27
年
に
銀
山
地
区
の
一

部
が
県
内
の
鉱
山
遺
跡
で
初
め
て

「
国
史
跡
」
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

①代官所跡＝江戸時代、銀を含む大鉱脈
の発見を機に設置された役所の跡地。　
②堀家製錬所跡＝明治時代に操業された
製錬所の跡地。多田銀銅山悠久広場とし
て整備。　③金

か な や ま ひ こ

山彦神社＝ 1664 年、鉱
山業の繁栄と安全を願って建立されたこ
とが、ご神

しんきょう

鏡に記されている。

青木間
ま ぶ

歩の内部に残る銅の鉱脈

遺跡の見どころ

　

多
田
銀
銅
山
は
、
猪
名
川
町 

銀
山
地
区
を
中
心
に
、
川
西
・
宝
塚
・

池
田
・
箕
面
市
、
能
勢
・
豊
能
町
の
７
つ
の
市
町
に
ま
た
が
る
鉱
山
の

総
称
で
す
。

　

今
号
で
は
、
多
田
銀
銅
山
の
概
要
と
近
年
行
っ
て
い
る
調
査
、
地
域
で

歴
史
を
守
り
伝
え
る
人
た
ち
の
活
動
や
そ
の
思
い
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

▼
問
合
せ　

社
会
教
育
室
（
☎
７
６
７
・
２
６
０
０
）

奈
良
時
代
（
７
１
０
年
～
）

特集　歴史を未来へ

　
「
多
田
銀
銅
山
」
の
「
多
田
」
と

い
う
地
名
の
由
来
は
、
平
安
時
代
の

武
士
で
あ
る
源み

な
も
と
の
み
つ
な
か

満
仲
が
、
公
的
支
配

を
受
け
な
い
一
定
規
模
以
上
の
私
有

地
で
あ
る
「
多た

だ
の
し
ょ
う

田
荘
」
を
開
き
、
現

在
の
猪
名
川
町
域
を
含
む
一
帯
で
、

鉱
山
な
ど
の
土
地
開
発
を
し
て
い
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

安
土
・
桃
山
時
代
か
ら
江
戸
時
代

に
か
け
て
、
銀
山
地
区
で
多
く
の
鉱

石
が
採
掘
さ
れ
た
記
録
が
残
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

特
に
江
戸
時
代
に
は
、
１
６
６
０

年
代
に
代
官
所
が
設
置
さ
れ
る
な
ど
、

幕
府
の
直
轄
地
と
し
て
、
直
径
約
12

㎞
に
わ
た
る
多
田
銀
銅
山
の
中
心
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
１

６
６
４
年
に
は
、
年
間
採
掘
量
が
最

大
を
記
録
し
、
約
４
５
３
ト
ン
の
銅

が
産
出
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

安
土
・
桃
山
～
江
戸
時
代

（
１
５
７
３
年
～
）

　

明
治
時
代
以
降
も
採
掘
は
続
き
、

明
治
10
年
に
銀
山
地
区
と
民
田
千
軒

地
区
を
中
心
に
行
わ
れ
た
採
掘
で

は
、
全
国
第
４
位
の
産
銅
量
を
記
録

し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
、
鉱
山
事
業
は
続
き
ま

し
た
が
、
戦
後
以
降
は
安
く
て
品
質

の
良
い
外
国
産
資
源
が
輸
入
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
１
９
７
３
年
に
鉱
山

と
し
て
の
役
目
を
終
え
ま
し
た
。

①②③

平
安
時
代
（
７
９
４
年
～
）

明
治
～
昭
和
時
代
（
１
８
６
８
年
～
）
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近
年
の
科
学
技
術
は
驚
く
べ
き
ス

ピ
ー
ド
で
進
歩
し
て
い
ま
す
。
平
成

21
年
か
ら
開
始
し
た
坑
道
調
査
に

は
、「
レ
ー
ザ
ー
セ
ン
サ
ー
」
を
使

用
し
て
お
り
、
特
に
近
年
は
３
次
元

レ
ー
ザ
ー
測
定
機
の
発
展
に
伴
い
、

よ
り
早
く
・
正
確
に
坑
道
内
を
測
定

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
研
究
成
果
が
調
査
に
活

か
さ
れ
、
過
去
を
紐
解
く
手
が
か
り

と
な
り
、
皆
さ
ん
が
多
田
銀
銅
山
に

興
味
を
持
つ
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
、

と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

私
自
身
、
こ
れ
ま
で
全
国
３
０
０

以
上
の
鉱
山
坑
道
跡
の
調
査
に
携

わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、
多
田
銀
銅
山

は
、
比
較
的
当
時
の
姿
の
ま
ま
残
さ

れ
て
お
り
、
調
査
の
た
び
に
色
々
な

発
見
が
あ
り
ま
す
。
回
を
重
ね
る
う

ち
に
、
坑
道
や
そ
の
背
景
に
あ
る
当

時
の
人
々
の
暮
ら
し
に
想
い
を
馳
せ

る
楽
し
さ
に
魅
了
さ
れ
て
い
ま
す
。

　坑道は、縦約 90㎝、横約 60㎝で、人が 1
人入ることが精一杯の小さなものや、崩落し
ている箇所もあります。安全に調査を進める
ために、調査ロボットで内部に侵入し、写真
や動画を撮影します。

▲調査ロボットが絵図（左）に描かれている
鉱山道具（右）を発見＝坑道内の移動に利用
した打

う ち

カイ（足場）と布
ぬ の ぎ

木（持ち手）が一緒
に発見されたのは、全国の鉱山調査で初めて。
史料に描かれた打カイや布木が同じ場所で使
われていたということが確認できました。

受
け
継
が
れ
て
き
た
史
料

　

多
田
銀
銅
山
の
調
査
の
手
掛
か
り

と
な
る
の
が
、
江
戸
時
代
に
代
官
所

の
役
人
が
作
成
し
た
絵
図
や
古
文
書

で
す
。
そ
れ
ら
に
は
、
道
や
川
、
坑

道
（
間
歩
）
の
ほ
か
、
当
時
の
生
活

文
化
な
ど
も
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
史
料
は
、
役
所
に
あ
る

は
ず
の
「
公
文
書
」
で
す
が
、
明
治

維
新
の
際
、
他
の
地
域
へ
の
散
失
を

防
ぐ
た
め
銀
山
周
辺
の
民
家
の
蔵

な
ど
に
隠
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
こ
れ

が
功
を
奏
し
、
多
く
の
貴
重
な
史
料

が
現
代
に
残
さ
れ
る
結
果
と
な
り
、

多
田
銀
銅
山
が
国
史
跡
に
指
定
さ

れ
た
大
き
な
要
因
の
１
つ
に
も
な

り
ま
し
た
。

絵
図
や
古
文
書
に

記
さ
れ
た
坑
道
を
確
認

　

多
田
銀
銅
山
の
区
域
内
に
は
、
２

千
を
超
え
る
坑
道
が
あ
り
ま
す
。
残

さ
れ
た
史
料
に
は
、
坑
道
に
関
す
る

情
報
も
多
く
、
調
査
の
カ
ギ
を
握
る

も
の
と
な
り
ま
す
。

　

坑
道
内
調
査
は
、
撮
影
や
測
量
な

ど
を
ロ
ボ
ッ
ト
の
力
も
借
り
て
実
施

し
て
い
ま
す
。
ア
リ
の
巣
の
よ
う
に

広
が
っ
て
い
る
坑
道
の
様
子
や
、
掘

ら
れ
た
金
属
の
種
類
や
採
掘
技
術
な

ど
も
明
ら
か
に
し
て
い
き
ま
す
。

江戸時代の銀山町の地図
「銀山町間歩絵図」（町内寺院所蔵）

狭い坑道の内部を撮影
調査方法①

　坑道内でスキャナからレーザー光を照射し、
坑道壁面などに当たって反射したレーザー光を
スキャナが受信することで、壁面の座標を取
得します。これを繰り返し、座標を重ね合わ
せ、坑道内の形状を再現することができます。

3 次元レーザースキャナで測量

科学のチカラで
進む調査

　坑道内は狭く、人が入ることの難しい場所が多くあります。そこで、人に代わってロボッ
トが、坑道内部や急斜面などを調査しています。
　これらは、松江工業高等専門学校の協力によるもので、ロボットのほかにも撮影・測量
機器など、最先端の「科学技術」が調査に役立てられています。

特集　歴史を未来へ

坑道で採掘する様子
「吹

ふ き や

屋之
の ず

図」（九州大学総合研究博物館所蔵）

絵図と
古文書

調査方法②

残
さ
れ
た
史
料
を

手
掛
か
り
に

▶ 3 次元レーザースキャナ測
定から算出した坑道側面形状

▶
３
次
元
レ
ー
ザ
ー
ス
キ
ャ
ナ

搭
載
ロ
ボ
ッ
ト
の
測
定
様
子

レーザー光を照射

科
学
の
チ
カ
ラ
が

      
歴
史
を
紐
解
く
手
助
け
に     

松江工業高等専門学校
電子制御工業科 教授

久
く ま

間 英樹さん 江戸時代の役人の日記
「日

に っ か ん

鑑」（個人蔵）
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私
に
と
っ
て
多
田
銀
銅
山
は
、
子

ど
も
の
頃
か
ら
身
近
に
あ
る
「
当
た

り
前
の
存
在
」
で
し
た
。

　

特
に
重
要
な
も
の
と
い
う
認
識

は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
地
元
住

民
向
け
に
町
の
学
芸
員
さ
ん
や
専

門
家
の
方
々
が
開
い
て
く
れ
る
調

査
の
報
告
会
に
参
加
し
て
い
る
う

ち
に
、「
生
ま
れ
育
っ
た
銀
山
の
歴

史
を
後
世
に
残
し
て
い
か
な
い
と

い
け
な
い
」
と
い
う
気
持
ち
が
芽

生
え
て
き
ま
し
た
。
今
は
、
少
し

で
も
力
に
な
れ
れ
ば
と
思
い
、
町

が
行
う
調
査
に
同
行
し
、
微
力
な

が
ら
お
手
伝
い
さ
せ
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。

　

銀
山
地
区
は
高
齢
化
や
人
口
減
少

が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
多
く
の
人
に

訪
れ
て
も
ら
う
こ
と
で
地
域
が
活
気

づ
き
ま
す
。
ぜ
ひ
気
軽
に
散
策
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

　

私
た
ち
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
は
、
猪
名
川
町
を
訪
れ
る
人
や
町

内
に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ん
に
、
ま
ち

の
歴
史
や
文
化
、
魅
力
な
ど
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。

　

多
田
銀
銅
山
遺
跡
は
、
ガ
イ
ド
案

内
の
申
し
込
み
の
う
ち
約
８
割
を
占

め
る
人
気
ス
ポ
ッ
ト
な
ん
で
す
よ
。

　

私
が
多
田
銀
銅
山
を
好
き
に
な
っ

た
の
は
、
勉
強
会
に
参
加
し
た
こ
と

が
き
っ
か
け
で
、
多
田
銀
銅
山
で
の

先
人
た
ち
の
生
活
や
文
化
、
豊
臣
秀

吉
の
埋
蔵
金
伝
説
な
ど
を
知
り
、
皆

さ
ん
に
も
歴
史
ロ
マ
ン
を
感
じ
て
も

ら
い
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
か

ら
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
ま
ち
の
自
慢
で
あ

る
多
田
銀
銅
山
遺
跡
の
魅
力
を
皆
さ

ん
に
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
！

歴史を守り
伝える

生
ま
れ
育
っ
た

銀
山
の
歴
史
を
後
世
に

多
田
銀
銅
山
遺
跡
は

猪
名
川
町
自
慢
の
財
産

12

12

68

▷休館日　毎週月曜日（祝日の場合は翌日）
▷開館時間　午前 9 時～午後 5 時
▷問合せ　同館（☎ 766 ー 4800）

多田銀銅山悠久の館

　青木間
ま ぶ

歩は、町内で唯一見学することがで
きる坑道です。
▷見学時間　午前 9 時～午後 5 時　
※坑道内をスマートフォンやタブ
レットからも見ることができます。視
聴方法など、詳細は町ホームページ

悠久の歴史を感じる

青木間歩

広根大水口

至 つつじが丘 
悠久広場

N

銀山口バス停らせん階段

白金 2 丁目バス停

悠久の館

青木間歩

猪名川中学校

イオン猪名川

金山彦神社

至 日生中央 

12

※車でお越しの際は、悠久の館および悠久広場
の駐車場をご利用ください。悠久の館より北へ
は、徒歩での散策となります。

猪名川町
MAP

特集　歴史を未来へ

銀山周辺 MAP

　多田銀銅山の調査や魅力の発信には、地域住民の皆さんの協力
が必要不可欠です。地域としての協力だけでなく、調査のお手伝
いもしていただいている銀山自治会長の橋本さん。町内外にその
魅力を発信している町観光ボランティアガイドの会会長の西尾さ
んに多田銀銅山への想いを聞きました。

町観光ボランティア
ガイドの会会長
西尾 圭子さん

銀山自治会長
橋本 光彦さん

　

猪
名
川
町
は
多
田
銀
銅
山
と
い
う

鉱
山
と
共
に
歩
ん
で
き
た
ま
ち
で
、

域
内
に
鉱
山
が
な
い
周
辺
の
村
々
も
、

そ
の
影
響
を
受
け
て
い
た
よ
う
で
す
。

し
か
し
、
そ
の
歴
史
も
人
々
の
記
憶

か
ら
薄
れ
、
埋
も
れ
て
い
き
ま
す
。

　

文
化
財
調
査
は
、
そ
の
よ
う
な
地

域
の
個
性
を
紐
解
き
、
価
値
を
見
出

す
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
こ
れ
ら
の
歴
史
文
化
遺
産
の
周

知
は
ま
ち
づ
く
り
に
も
繋
げ
ら
れ
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
多
田
銀
銅
山
の

中
心
で
あ
る
銀
山
地
区
を
「
学
習
」

と
「
交
流
」
の
場
と
す
る
た
め
、
毎

年
秋
に
企
画
展
を
行
っ
て
い
ま
す
。

毎
年
少
し
ず
つ
で
す
が
、
新
た
な
発

見
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。猪
名
川
町
と
い
え
ば
、「
多

田
銀
銅
山
」
と
、
誇
り
に
思
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
今
後
も
調
査
、
研

究
、
公
開
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

教育振興課社会教育室
青木 美香 学芸員

多
田
銀
銅
山
を

 

「
学
習
」
と
「
交
流
」
の
場
に


